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食んだ活動水準を問題とした道具的攻撃に，ここでは焦

　　＠　攻撃性の行動様式による分類

攻騰動には・いろいろな働様綴凄鮎葵興、
る。前述のA．H，Bussは，これを手段（身体一言語），

方法（直接一間接），態度 （能動的一受動的）の様式別
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　　接直経験に対する選択的な直接強化（d貢rect　reinforc

獣軽嘩¢幹芳が必要碁考産られだ参童語デ爵乞藝チ饒察学習

　理論では，モデルの行動を観察すること一代理的経験

．♪』．燗弩轡些却て・モデルが強イヒをうけることによ

　Fり観察者も1 代理的強化（vicarious　reinforcement）

　を受けること一で学習が成立する，という見解をとり，

、こ強化において本質的に両理論は異っている。また強化の

　働く方向で，第1図が示すように，強化理論では，望ま

　しい反応のみが，選択強化され，その結果，強化は先行

　反応と刺激との結びつきを強めるよう逆方向に働く。そ

　れに対して，モデリングでは，強化は予期的強化刺激と

　して，注意過程（モデルの際立った特徴，感情的誘意

　性，また観察者側の動機づけ，知覚的構え，過去の強化

　などによって下位過程がつくられる）や，象徴的記号

　化，認知的体制化といった統合過程，また象徴的，運動

　的リハーサル過程に影響を与え，情報的機能どして役立

　ち1習得にとうて必要条件とレ1｝う，よりむしろ偲進条件と

　みなされるず

　今回の研究では，起因として道具的攻撃をみる立場を
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対ずる態度は能動的，という範ぢ疹うにばいる行動様式
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そこ牽モデリーソグ理論が’どぢいうものであるか，従来の

強化理論と対比させながら論を進めていきたい。
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内藤他・（直擦夢間接）学習に蕊疹幼児の行動め相違に関する研究
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1におめ擢，』どの程度攻撃性ある炉は攻撃行動がみられ多

かを続幼稚園の生活においてをま，k皐任取諭に，i・また容庭

生活にお恥ては母親に，評定尺匿法にょ堕凱｝評定をして

：齢う幣なお腿行騨FIT勿綴聯嘩⑱賜い
』碑働様轄みら樋と思沸るが31鯉郷鍬み
られる様式につし）照彫魁そしてその鯛廉は・

雛表獄廉鵬鏑翫鋤的殖灘雑の灘
が鵬受賄直接湾体磁鞭、鴨、鞭鱒動
的，直接，言語の攻撃が5間の計15蘭がぢ成っ受ウ・る。
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　　ε一2　　 ～， 　夢瓦7　　　　　／0 　　　　k』　唱1　　　　、 t十2　　曇

　　ε町騨墜聯べX．…服、 i
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る群を，次ゐ三つの実験方法によってゴ明らかにしよこう

とした。

　1．　モデル刺激（Sm）　としてのV TRの映像の内容
　　を（イ》敦繋的場面を含むもの，・㈲攻撃的揚面を含ま・な

　いもの，にわける。

　2．　V　T　R中のモデルが行なう攻盤的行動に対して（イ）

　賞讃がなされるもの，＠なされないものr代理的強

　化の有無一にわける。

　3．被験者の攻撃行動に対してα償讃がな さ れる も

　の，㈲なされないもの一直接強化り有無〒にわけ

　　為。

　（7）実験計薗

　以上の実験方法gこ基づきFr面erヱ吹。既 、Ka頭er等

の研窄牽参考に各実験グル7ブを次の第4表の通り真～

F㊨す4ルーブにわけた。Fグルーブは統制群である。

第4表

瞭iVTRIVRIDR1鮮警グ

A．［．・1・1 ・rβ． 3

B／σ
・1、、×1』．昇．、、1＄・

・・ 漂 つ　 ×　○“1β 1、3

D　olxl×’3卜3
E　I ×lxl・…㌧81… 3

FI 』1
×r ×国』 3．．

　・マTR内容r・，

　　 ○攻撃的場面あり 一　 ×攻繋的傷面壕じ』

　V　R（代理的強化）

　　○代理的強化あり　　　　IX代蓮的強化なし

P良値接強化5碍
　、．・O庫接強化あり　き『ゴ・　×直接曲化なし

べなお，披験者φわりふりについては，視点1及び2を

みるために，調査票の質問工‘A（攻撃の程度に関する

ものについて）の担任教諭と母親の評定に基づいて，各

グルーブ，男女別に，H4ルーブ（攻撃行動が多くみら

れる）い廠あ1』ニデ（攻撃皆動が中程度みられる），Lグ

ルーブ（攻撃行動ポほとんどみられない），にわけ，各

∫1名ぐっ配鐙し菱どr した淋っ受1グル」ブの構成は男3

名，女3名，の計6名で，全被験者数は36名あでる。

　（8）　VTR内容・L
1才

』』

　VT　Rでは， つぎの＝2種類の内容のものが馬意され，

それぞれの輿験条件によって，1いずれかが被験者に示さ

れた。　　　　　　　　　　　　　　テ鼠、．

　イ1∴攻撃的揚面が含』ま’れるもの∫｝憩』鴫ド 』』』

第13集

　VTRのモデルの性差によづて被験者が影響を受ける

一という研究結果（Bandura1961年など）を考慮し， 同一

視しやすいよ う， 被験者とモデルの性を一致させたる男

児がみる内容は年齢が2歳上の男児がモデルそ，醤ンチ

ド御ルをバッ・トで打ったり1手でなぐらたり，おさ えつ

けたり，』足でけったり，ボ［ルを投げつけた りする。ま

た人形をほおったり，つみきを足でけり上げるといφた

ものもはいる。 一方女児のみる内容は，年齢が2歳上の

女児がモデルで，縄飛びが加わるだけで，他は男児の行

動と同じである。』

ロ，攻撃的場面が含まれないもの

映像には，攻撃行動は1 全然含まれず，黒板と床に，

＃記と同 じ男女のモデルが1チョ｝クで絵を轡いている

場面，聴覚刺激として，刺激性の少ない音楽がはいって

いる5　 　1 　　 　 　　 一　一　 　二・

　なお各場面とも上映時間は3分である。・

　（9）1強化の方法　．

　強化の方法は，つぎの2種類で，』それぞれの実験条件

によって，そのいずれかの強化の方法がとちれた。

　イ宇代理的強化』 、’ 　　し　二 』
二∫

　モデルが攻繋行動をすると，VTRを通して：毎デルと

同・じ性の人』（同性が強化効果があが蒼と》・ろ排究結果を

考慮して）がジす ぐに「よし，いい、ぞ」一『と称った；・言語

による，正の強化を与える乙　r・』 ㌦’1』』1．すli・．

貞， ‘直接強化　』　r 〕　 』　 r 』乙∵ 述

　被験者の攻撃行動に対してジスビー釦」を用いて路上

と同じ方法で強化するず　』』　・　　rジ、な『’；ヤ｝‘’よ

．なお爾方の強化とも連続強化である。』 ：∴1．諮li亭

　㈲　実験粉面　実験場面は第2図のとおり冬ある51駅

第2図実験場画

6r’窓 1》鱒　　・』窓

、穿1癖・㊥評、
　　ブレー〃弘． 、　＠　　テレゆ『ム

（Op〕殻 寮．宛一・　”τ

　⑪　オベラソト水準の測定　　　　　　　～』［

　モデリング学習などによって，攻撃行動に変化があら

たかどうかをみるためには1』L醜aaS：（1961年）il’Mad－

son（1968年）』・原野等・（1975年）の研究にみられるよう

に，上述の実験の前にレ．＝ モデルが行なう場面ど同じ状態

一126’一
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　で攻撃行筋がどのぐらヤみられみが，6そめオ疲ラ1シホ水

準を前も》タマ1測定’してV｛なげれをまなぢ姦ソ1（誠下εれを勺

鰍露よ醤）y融わ騨習嫉芒ま，欺磯嘆魏幡
　おける攻撃行動の測定ド（以†bれを実験巧乏よぶ）と

　このオベラソト水準の差をみることによって，比較する

　ことが出来るザしかも実験工は， 視点 1、をみるrだめに

も不歌樋聴泌嬢変化の測度と しズ1、（坂

応礁鯉働の騨ン（磁度鞭これを茸雅が相獅
テネルギ藁を費やして・1反応したむのと観察者が判断し

たも⑫飯応数に縦る割谷）櫓）反応嘩駅た
たく，ζ）1ナる婬） め罐を浦礒． F』　． o

　⑫多実験手続（｝　 ・ご！r　　　i 　』 r

①実験者2名ぐこれを以下，．〕ε1，E2どよぶ）が，（｝被

　，験者3名（・S1，．舞， 餌）～を勢稚圏に迎きえ行き1「面

　白睡テレビを見よう1」と連勉ヌ1く・る。・ r　　　 　（芝

¢　待合室〔（蓼に入室させ，丁テレビをうつす周意が
　　　≧』　　　　　9　　　　Y　　　　　　「」
娘櫛まで・号嘩んぞ瞭う1」ど愁酵断螺せ

　る，．E皿ば室外に出，’E2ば室内そ一緒に遊ぶ

③　セG〕に入室後2分して，竜』が再ぴ久室し，r蔀屋

　の肉係でテレdま一緒匹3ら孔な悟の気　1人ずβ阜

　ることにしよす最言う岬ゑ・が「軸ンケγで1隠
　を演めよう」と提案し，順番を決ゆる’その聞にE母は』

馨外騨、る・ゴ腿．1ぎ、、憲二》、～．瓢ξ，鄭

¢，繍輿）轄聞琶欝をみ、撚甑勲と．奥轡1
　ブレールrム〔P〕〈ここ鰻モデ嬢喚菟貼鰍ロ、
　が配置レてある）に入室し，E2が．「E昇が呼び頓くる

解ここで膨で待ってレ”建言レヘ㎜E2も室
．外顧，E‘横．とも観継〔qp〕．鷺伽魏

　観察記録豪獄　　　　　　 　　融『■1ヴ

⑱てP躍膣御餌し丸E甚房噸意弊趣
　／」 と纏駆るs乳とE琳テ麟を蝿〔釦，
　に入室し｝熟レビをみる。 その間，恥は〔P〕の揚面

　搬初獄轡諺燭トしておく・」靴ζゆ操作は

糖獅齢過は〔⑳カ・ら縣破がらlsの
　テレビに対する観察態度をチ出ックするδひと通りみ1

…せて曜舗菓時間3分）臆プ弔獅セ毒
　る。一め間， E2は51に攻撃行動をどうと、らえている

　・かを）み洛だめ　「今テレ』ビ・に出て来た子はジいレ子箆

　ったξ思う？それとも悪い子だったと思う？」とオず妾

　コね葛し （オだしB，Fグル碗ゾは除くう∫F 　　　、・∫

⑥殖実鄭〕順彫衡轄の変化をみ貌め，噛

鋤sを〔顧め繊来驚rE・あ勉えに繍ま耐’

　腫雛樋侮叫樹う蛙凱1E≧，E週も一
『〔OP〕易磁Sユ餌鋤を観蝉録する．な翻｝・dE｝

　群においては，この場面での攻撃行動について，誘㌘

い∠

／翁道接強化甚行姦う。ト　　ーa♪　｝　1　1』

δ費〕セ鉄蜜迄搬薦管怠fガ書嘗を呼渋rぎ

曙き研G彊粥拶獲蕊髄翫そ繭べ存き，他
　うぎ4）S’2を蓮れ紫くるゼその商に恥ほω」の場面k

　を元通りにリセットしておく。 塗おこれまでの過程の

　記録はE1が行なう5　　　．　 』『”
一

r－

　　　　　　　　ゴい　　　　　　ずミ
⑨・腿下・1．S』及び5ぎの場合も’EパE2．の御割参交代1、

す騨鰹郷種套，、i 学
・、璋筆3結』 ｛果 、’　1）・．l l、

ひ≧1〉・ン調査結果重　．　 ； 　　叢漉　　－　粋

漉），♪質問（A笥工）　幼稚園担任教諭．と母親に全項自

につ叫．おのおの評叫て導らったと、ころジ獅麹、1

繍締騨鯵　≧トム．装
郷表』l　l　FO、．、』 寿 、』1「

ll

諄賭1　人数匡到聖壁轟朧
画㌦男　》・6・gI』 ⑳
　　　、女2　　至，獅∫2，吻　　㌧1

全 侮

全’號179

舳57、吾，5必

O．151

／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．ン4a唱ミ、
　この結果をみると　担任教諭と母親とめ相関が『ほと

．癬1なく， ，暉擁活と縁庭師の蜥鎌，藪癖
動の現われ方がちがうこξがはっきり、しているの艶，1両

　　　　　　　　　　　　　　　　　く㌧　　尋
、評価の和を計算したと ころ罫次の第6裳がえられた。1

’

第膿』　 　111隼　』・ぺ 　＝1．、く之

　　二≡（　　｝　 　　 　　　 　　　 　　≡ラ聖

性』、 平 掬r』
・1露

男d 13，976 rl磨 1べ〆い一 獲F

如．II 13，405 調一
．、、、”

転
全ζ 工3，7σ9、

［1

メ

　■
4，鋤1謡．

‡

1

　いどハーr　　　『 『　　、　　　、　　・1、，　；もい」　　、撫

懊験計画におい℃視点1をみるたあレ謡H），二（のβ

（二）の3グルーブをつくることにレたが，そめ翻傭雲

ば炉次の二つめ基準にもとづいて行ろた　そみ（ユ）は　苓

唄の攻撃行動の種式は前述したぷうにF　能動菌態1度応翼

る二身篠をっめ・った直接行動ぞあることめら雲箆雛嫉

働（鮒Aの・～5までり働〉幽牽活鍵ぽ簾難

邸み旅るカV欄鰭脈溺痺任緬醗る繍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　航

往

一12？；一
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をもとに，高得点群（H群）一中得点群（M群）一隊得

点群（L群）の3群にわけた。その（2）は，TableWで

示したよう吟担任承諭と母親の寅県貿動命体の評価の

和を採点し，H群一M群一L群の3群にねけた（なお，

両評価の差が著しいもの，差が平均より2S　D以上の も

のは省いた）以上（1），（2》の蓋準から，男女とも，H群2

名，M群β名，L群名をえらびだし，第7表のように実

験グルー、プ（A～F）に配置した。

第7表

実グ
ノレ

　1 性

験ブ

A

B

C

D

E

F

男

女

H　　群 M　　群

　　　（1）の 　（2）の担任
名前　担任評価＋母親評価一名前

S．G
A．M

3
1

18

15

男 D・
Ml3

女一 」．S、　0
　　　　ヒ
男

女

27

17

K．A
M．H

5
0

28

20

男　Y．K
女 N．T

男

女

男

女

4
0

16

21

　　　ナ（Dの”　　1（2）の担任

担任評価1ナ母親評価

T．H
K．G

2
0

14

14

K．H
R，1

1
0

16

11

M，司
呂・ Ml

2
0

18

15

　M．
I

lM・1
工

0
13

14

Y．O
P．H

3
0

21

18
Y．Y
T．A

1
0

13

8

H．S
Yl T

5、

0
21　　M．1S
22　　」．1

1
0r

14

14

L　　群

名萌舞繍窪臨
T．M
K．M

0
0

8
10

　　し
畏：頚1

8
8

S．S

K，N

0
0

11

12

T．Y
Y．T

、0

0
9
8

H．K
T．0

0
0

6
．2

N．N
K．Y

0 　　 ユ0

0　　　　8

　ii）　質問（A一五， 皿1）＝ここでは，攻撃行動の各

様式ごとに，母親毎どん塗悪見をもち，また具体的に対：

処しているか，またその関係はどうなっているかという

第8表

ことをみた。またこれを男女別にみることにようぐ，視

点2の，男女の環境差をみようとした。結果を段階点で

示すと第8表の通りである。

行動 禄式 睡1人数1獺に対する意見の平均噸目剛する対処の平均隠見対魎棚．

能 動的
身体
直接

r男　　43
㌧女　　33

一〇．605

－0．588

一〇，595

－0．485

0♂914

0．881

受動的
身体
直接

男　　43

女　　34

一1．307　戸

一1．248

一1，688

－1，511

0．5＄1

0．443

能動1受動的’　男　　43
む　 　

・置τ撰』 　　　女＝　33
一1．251

－1，291

一1．43

－1．315

0．787

0．743

全 　　・男1　43体、

　　女　　33

一1．048

－0．986

　　ンドぞ
一1．237

－1．044

0．798

二〇，747
‘

iii） 質商Bま体罰の平均段階点はナ0．105で，夫鋤は

ヶ一、ス・！くイ 。ニケrスで用いたり，用いなかったりする

ようである。1・　、、

iv）’：質問、（Cr1）＝．テレビをみる時間は，4；30P

Mから8 綿Oア瓢の間，・平均L91時間（約2時間）で，

これはこの年齢の他の調査結果（こεも調査資料集）と

も大体一致している。

・v）・質問・（C』五）＝何時からテレゼをみるかという

ことでは、夜の5時半から8時までり間がその多く をし

める。

vi）　質問（C一皿）＝子供がよくみる番組は∫上位1D

位までを示すと，第9表の通りである。 この番組の中で，

攻撃行動が多く含まれていると考えられるものは， 》内容

の覧に丸印がつけてある。これによると， 男児の方が，

攻撃行動が含まれている番組をより多く見ているホ、うで

ある。
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第9表 いド

　一．2
　く’．一3

・i　4

　C　5
　｝レ 6

　『 9
　〆’10

罵　　　　男　　　　　　　　　　　　　女3　　　　剃 王翌 1　　体1

＼・㎏・番　　組1、．、名　、一
1｛人、数． 、内・容、

、 番二組1名
1人〕1数、 内、容

番，組噛砕
人．数・ 内容

・麟グレソ卿、ザー

1白本昔話　集

ちけポソ単1鋳
1をレ宗ソパジ㌧’

ゴレンジャ員

ンでくトラ脅y二．

ザ子さんr，1、l」．1

らいぐま容スカノセ
キョーダイシ　　　　

「n

ひ14”

131

rl12

17

6’

○○σ　』　「㌧kO．、　　　　　　　　■　　
　一　胃

　サザエさん：畷～　　　1

　　 日添昔話L
　あらレ｛ぐま・献ヵノレ

　 ピジポ！ソバジ：1監・心

　1ひらけ：ポシキ鋳』夕

○、、一休さん、讐
　ゲ』ター嫌亀．ζ；2

　キャンディキヤ彰蒸1イ

　 築様は魔女r
　世界マソガ昔話　　　　　　　■　P　』　　r

　1　　　r

駄
17

13レ

ま：

，〆9き

　　　　　　　　一

；1

51

5『髪、

ピ，liI

，緩

マ，更養

』 F　「、

　　　　　　か日黍茸話隠、とサザエさん』

ひらけポソギレギ』、・ピジ余ジパゾ

左騒・堀穐・ヒ1
勢確ま・勢カル』囑勘1ソダイザ71

体酔1　こ…つ
ゴレソジヤー

瀞』マ”

、3128　

25

21

20

　一

〇
　』　A

OO

　lrl二1ε．ゴ　 1　　　三一♪き．1　く．1，2

、（2）実験結果と分析　　　㌧　　　 　　　　づ
　　　　ロ　　　　　　　い　　　　　　 ド　 　ヨ 　じ

1章視点玖関 して母郷畷φ評鰍μ解・
L欝）と・オ懲と林聾（鰍モ捜西蘇を麟

雛度率礎反応の轡こつい下轡そ鑑果は

纏轡㌧鉾・1◇ll－ll』
、 第1蕨 でll：1』・「　堀・三q・～

1晦1，性1粟卜敬、 IMて　 L

三 犬こ数 ぐi6づ
｝6．

男 平均　り8ρ，；P、 50・多33　r．

21禦983　、

6彰167㍉3萄514、

　鐘　131856　』と　　　　　r「ぴ

e 人≧：数 ’・ おr 〔〔．／6孝

』謹
昏

甑均
％ご、耳

23467　　『20卿、 1彰r833ヒ

乳78畦、

　
51

イ全 人深数 ．t≧42i G漉、
ボトL

』r 2
平『一均 37

』38；15 ∵191
25

』

　［〆 ’S．rD ．・ 251i325ノ生シー、』33ご 955く三／ト 117，186．
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反
、応

の・V
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類 じ

卜呂鷺

乙

反

！9ビ

応』
メ．〔

巳け＝ひ

数い

強

　戸汰『r敬　　　　　　　　　　　　　〉　　6

、男　　　 ・α’344・一1・』013評

　・S．　D　　　　O」366　　　　0ゼ366　　　　0。288

率｝ず

人数　　6　　6
　　　　　　　　x㌔、」ド

α

S5D　　O．122 　α122． ・　．

　モム　　　　ロ　 し　　ヂよ

　人数 　12』
全

　平均　0，215
体．S．D　O，3Q2

パ　　

　　　　　12
　0．213を … 0．i154

　0・285下∫10・255

　人数　 6“　6薙　
6

．男 平・均 ・5，667 ・5・5・・ 5・貫33

　徳㌧D12，4づ5ン1　2，5＝藩3，023

女
人数

と絢

．s、’ゴP｝

i）6

3畦蹴疋

r1溜％

凝す、

－Ol

3』191α1

　6
』1966マ

1，247

u全
rP．．ご11「

　体で紺1：〔デ

人撒 u‘12　、く12・ 、、12

平蕪1　　　　　　3・75
　　　　　　　　．；こ ’3－113

　　　　β　　　（聖　　　　ド、礼、
鰍5こ搾礁定紛拠て塑麺時即臨

以恥園じ）観頒し醗結烈ま第1俵の馴鳩・瀕
応数に関し乍，1 男犀のM群と勾群の間に俊遜有意差葵遜
　髪i　　　3　　　受　　　外ハ　　　テ　、
今拠㌧ 麟『ピ ．、u、t。・・、』 じ

　ε益．ま　li1を19、ミゴ　・瓢こ．1： 　死 ～』5
i』

表穿！存、・擦　 ㍗孟

～．、

産遭野友磯針駿度率1仮卿傭
トξ，王．ピ

L節陣帥MIL
、丈愚｝

，『

6
、

17r

耳』訊 』，

轟・欄±
1し1ン1≦｝1…lllぐ 夢．・H卜困朴卜．

L　　監　　1　　匹　　1

全　H HI口 側
体 拉H 』叫『

IM
』L・

　＊・◆・

rヤ、　　合

　
（1

ii）　H，M，L群と，実験∬との関係は， 次の第12i菱

の通りである。有意差は見出せなかづたら
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第12表 第13表

測度

反

応

数

強

・度

、率

倒瑛レ H

男

女

』全

・体

男

女

全

体

人数・　6
平均52，167
S．D　26，928

人・ 数

平均
S．D

人 数

平均
S．D

人数
平均
S．D

　6
17，167

24．929

　12
34，667r

3工，298

　6
0．465

0．333

天一数　 6
平』均　　 0；051

　　 0ポ071

！人 数

平」均

S
．・

　　　〈数
　・男・平㌧均
1反1　　 、S・．D

応

の

種

類

…人r

女平均
　S．．D

全

体

人数
．．平均

S． D

12

0．258

0ボ318

　6
4．667

1．7951

M

　6
37，167”

19，836一

　 6
29，333

36，72呂．、

L

　6
29，5

23，422

　6
29，333、

24，465

　121 　12
33．25・　29，417

29，772’　23，974

　6
0．22「

0，351

　6 ㌧

01054・

0．・089’

r12．・

01137・

0，268』

　6
5．167

21478

　6
0，414

0．371

　6
㌧0．032

0，266

12

0．223

0，329

　6
5333
L795

6 、6戸一 　6P

4．0　　　　　3．333　　　　3，0

3．512　　　　 2，285　　　　1．915

　12
4．333

2．807

’　12
』　4ら25． 』

2，5年4

　工2
； 4』167

2．192

測度性1竺1耳

反

．人』 数　
6

男平r均 1，667

　S二』D　　O．743

応、女

数

全

体

強

度

』率1

男遠

全体

反

男

応

の女
種、

類7全
体

人 数

平均
S．D

人 数

平 均

S，D

人 数

平均
S．D

人数
平’

S．D

人数
平均
S．D

人 数

平均
S．D

人数
平均
S．D

人 数

平均
S．D

M

　 6
0．833

0．687

　6 　　6
1．833． 12，167

1．414　　　　　工．463

12

1．444

1．066

　6
1．833

1．671

、2

1
1

　8
1。625

1．576

　 β

1．333

0．471

　61
　2
1』528

12r

1．667

1ほ79

12

1．5

1．323

4
工

1

　 5

　1
』1．549

　9
　1
1．333

L

　6
1，667

』1．374

5
4
0

11

2，73

1，562

　5
2．2

1．833

1二

4
0』

6
2．5

1．803

6・．
6．

鵯

2　こP 1，833”

工ご1551　　　1、213

　6
2誰67
L344

　12
　 ㌧

・2，ro8ε

工，256＝

t』　■

　．5
　』3
0．894

　11
2．3す4

、1．226

i互i）・H，M， L群について実験1と実験∬の変化を通

して学翠の効果をみた結果は次の第13表の通りである。

なお，これについては全グルーブの実験∬の値を実験

工り値で割喚イその値を，次のよう犀段階ぞけて，それ

を素点として比較した。

これを丁検定（U検定）で分析したと1ころ．つぎの第14表

のような結果となった。 反応数に開レ て，．、女児のH群と

L群ピM群とL群の問に有意差がみられた。　

実皿　・元

一の値
実工 r・』・ rl・

　　0　　0．5　 　1　　1．5　　2　　00

　　1段階値　　　0　　1　　2　　3　　4

第14表

澱1反応数盗度率1廊の繍

男．

監』女

Ml

II国1口勲ド「
墨」」＊回、1「一同「I

Ml．Il＊図』1目MI
ll
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実験EII

SV
SS、 f　d・ M8．1 癖ol

蝦 1間

　内

　体

　3．514

153．229

6，743

133

3，514

L6131
2，178

　v）　前記突験手続⑤において一モデルの行為が良い

行為ζ判断された琶それとも悪レ）行為に判断さ れた
　　　　　　　　　　　　　　　バか・を・H・M・Lの3群に分け，分布をみた結巣ほ，

第17表のとおりである。 なお無答ほ省いた。

　　　　　　　　　　　　　　　一』r ∫

　　　第1了表

＼劃H
　良
わからない

　悪

3

5

I　M

3
3・

2

1、L

1
”2

5

vi）鵬とくに鯨・及び槻2｝こ鯨を靱た
結果を示したが，視点3については， 現在なお実験を継

続することとなっているので，今厨¢〉結果および分析の

報告からは，これを省いた。

w考察ぐ討議

　①視点エめ生活場面および実険場面による攻繋行動

のあらわれ方，これについてみたむあぱ簗5～8表並び

に第10，11表である。生活場面における担任教諭と母親

の評価の相関はほとんどない乙（第5衷）攻撃行動の平

均は，家庭生活場嘩の方が，幼稚園易面よりも商く，生

醐町よっ瑚違している・まな、舞生活場面で一

は・磯の攻騨動に対す臆見と曝体的対処（態度）

との相関が高いものは， 彫動的，身体的， ，直接的攻撃行

動と，言語による攻撃行動で，受動的，身体的，直接的

攻撃行動はあまり高くなか？た。（第8表）、このように

生活場面のちがいによる攻撃行動のあらわれ方の相蓮，

iまた家庭生活場面の対処の多様性が，生活場面とこめ実

験場画犀おり蚤オ，ざラ署卜水準との関係を弱く させてい

ると考えられる。〕すなわち，H，M‘』L群と案験1の

オペラソト水準との関係を分析した，・第11表が示すよう

に，男児のL群がM群に対して有意に反応数が少ないと

いうこと以外は何ら有意差が出ていない．視点2とも関

連するが，女児のオペラント水準は，H＞M＞Lの順に

なっている帆醜ではなかった．こめように，視烈

における生活場面とオベラント水準の関連性に関する仮

説を支持出来なかった背景として考えられる点ずなわ

ち，生活場面と実験場面における攻撃行動の起茜（惑り

攻撃一道具的攻撃）の相違および生活揚面殖お吟うの園

児攻撃行動のあらわれ方や，それに対する親などの対処

　の多様性をぎらに検討し・H・M・L3群の分け方を吟

味．しなけηばなら塗レ堵考え る。

　②　視点2の攻窄行動の性差，これにづいセみたもゐ

は，第8～16表の各表である。調査の結果セは，第8表

が示すように有意な差はないにしても，母親は女児より

　も男児の攻撃行動に対して，好ましいと思わなか・ぷた

　り， や夢容せたりする傾向参強い。このことは，暢点2、

における評価の性差，すなわち子供の頃か今，男性より1

も女性には攻撃悔を謬めないという仮説を必ずしも支痔

し鞭ことを予醗せる・』この点を紛壱朔らがにずる…

ためには・．男女商め攻撃行動の数のみならず，その強

さ， 種類とそれが親や社会亮もたらす影響をもあわせて

検聯必野あろう・帆な幌・鏡点2におけるi
もうひとつの論点である直接占問接学習め量の性差につ

いては・学習効果に有意な差がある結果が示された。ま

ず，視点1と関連ずるが，モデリシグ等の学習動果1を，、

H．Mし L群でみたところ1第14表が示ずように1反応

数において，女児のL群魁他のH』M群に比べて，1有

意に学習効果を上げているぴ女児め場合は，1オ ペランド

水準が，生活揚面における調査のH．』M彪L群の順と一1

致していたのであるが，（第10表）・非常琴敦撃行動の少

ない娩は・テ曜などの殿（際学習）’により1毎

動変容を起こしやすいことを示すものである。性差をざ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マらに詳しくみていくと，第16表が示レて蟻るようにビ測

度（反麻数・強度率・反応の種類〉によ？てちがった結

果が出た。まず，反応数においては，実験1のオベラソ

ト水準においては男女差があったが，実験豆において，

男女差はなくなっている。こ 4）ことは，一 験立／工め学

習効果において・・女児が男児より，うわまわらている こ

とを証明するもので・1反応数では社会が攻雌行動に薄し

女児も男児も同じ評価をし，また同量の学習1をざぜゑ

ば，性差がなくなるということが考えられるる次に盗度

率では渓験1においても・実験mこおいても謂堤が

女児をうわまわるが，実験∬／工η学習勤果鱒おい1くもポ

男如性差がみられない・こ繊、晦燗即謂効
果の影響が少なく，男女の身体的差異比まるどころタ大

きいことを示すものと考えられる。最後に1・反応め種類

では，強度率よ り実験亙／工の学習効果に性差があった。r

すなわち実験工で，わずかに有意に勇児塞ら1わまわらた

が，実験1工においては， 性差がなくなっている。以上三

つの反応測度のうち，男女の，直接一間接学習効果の影

響は，反応数において顕著であり，次いで反応の種類と

なっており，強度率は学習効果の影響度がきわめて低い
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ということになる。以年渕度別に男女の学習効果φ差　　であった。
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ヰ・表にみられる欝鰹継琴準の繭糠轍13
く，亥児に低いとい藩製蠣係髄峯．薦筋鉱　4．

　　　　　　　　　　　　　　£∫∫｝∴戸＝嵩，“湾こぜ（ノ3の耶
る。しかしモデリング学習を通じオ1今まであまり攻撃

的場面に接しなかった女児がiその種のVTRをみると　　　5．
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A ;~~:~An ~~~',1~1~lf ~~~f~ ~~f_ ~~l3~l~. 

Study: on+ Child Behavior Differenc. e by ~irect-Indirec, t <~tearTling 

: ~:C, hild AggF~S~io~ L 

~ ' ;D.'ept. 5. Juhichiro Natp_ , Takehiro Amino 
: ':: + Hid~d I~hika~;a Tak~ko Mochizuki 
= * eikb Sumiybshi Akiko id~truo 

Hidetoshi_ ~agiw~ra ' : 

U$ing VTR* we e~sp~!_ ~:impnt~e pn.Vh~ther children manifeSt changeS in their aggre~Sive'behaviors' 

(~iprited to instr_~mel~t~l aggres_sio~a)=Joy +direet-indirect learning* and got the followirigifesults: : 

l. Manifest~tien o.f aggr.eSsivei b!ehav~9rs differed in the act~al liYing ~ituatien ~and the experi* 

~nental situationL ,. .==***,, ); 

2.: .1Girls shewed ;ncre-,;hange$,by learning than boys, and especially this trend wa~ remarkable 

= : i,n t~0~e who hardly*･manife. 'sted :aggressive bchaviors in their daily living $ituations. 
3. Observing :the aggre, ~s. iv._eJbehaviors l)y 3 measurements, that is : 1) number ,of reaction, ~). 

in,en~~ty rate a!~d 3.)Lkind, cf~reation,*the orders of measurements easily chati~ed by le:atning 

+ ~rer.e :1),number=Qfjreactioni.2): kind of reaction a~d 3) in~en~ity r~te. = ,,+ 
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